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NY マーケットレポート（2024 年 3 月 29 日） 
 

 
SBILM が作成 
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NY 市場レポート （前日 21 時 00分～午前 5時 30 分まで） 
 

米国の主要な経済指標の結果 

2 月個人所得（前月比） 0.3％（予想 0.4%・前回 1.0%） 

2 月個人支出（前月比） 0.8％（予想 0.5%・前回 0.2%） 

2 月 PCE デフレーター（前年比） 2.5％（予想 2.5%・前回 2.4%） 

2 月 PCE コア・デフレーター（前年比） 2.8％（予想 2.8%・前回 2.8%⇒2.9%） 

米 2月の個人所得・支出統計では、個人所得は市場予想を下回ったものの、個人支出は市場予想を上回り、

前月からも伸び幅が拡大した。一方、FRBが物価の目安として重視している個人消費支出（PCE）物価指数は、

伸び率が 5ヵ月ぶりに拡大し、変動の激しい食品とエネルギーを除いたコア指数は市場予想と一致し、2021

年 3月以来、2年 11ヵ月ぶりの低水準となった。 

 

データを基に SBILMが作成 
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パウエル FRB 議長の講演での主な発言 

・2月 PCE統計はわれわれが望むものと整合性が高まった 

・経済は強い利下げを急ぐ必要はない 

・FRB は利下げ決定について慎重になる可能性今後も慎重になるだろう 

・昨年と同様にさらなる良好なインフレデータが必要 

・インフレが下がらなければ金利維持はあり得る 

・FRB は予想以上の景気悪化に対応できる 

・経済に悪影響を与えることなくインフレを緩和する機会がある 

・FRB のインフレと雇用の責務に対するリスクは現在よりバランスがとれている 

・金利がパンデミック以前の非常に低い水準に戻る可能性は低いだろう 

・長期的に金利がどこに落ち着くかを言うのは早すぎる 
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米株式市場は、Good Friday のため休場 

 

ドル円・クロス円は限定的な動き 

NY 市場では、序盤に発表されたた 2 月の米個人消費支出（PCE）デフレーターが予想通りの結果となったも

のの、一部で上振れを警戒した向きの失望売りが出てドルは主要通貨に対して下落した。ただ、下げ一服後

は値を戻す動きとなり、ドル/円は序盤の 151.37 から一時 151.20 まで下落、その後は 151.37 まで上昇した。

グッドフライデーで欧米市場が休場だったことから市場参加者も少なく、値動きは限定的だった。 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


